
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

定年のご挨拶 昭和大学病院附属東病院 整形外科 教授 稲垣
いながき

 克記
かつのり

 

本年度をもって定年を迎えられる皆様から 

一つの節目として 

ご挨拶とメッセージをいただきました 

病 院 だ よ り   2023年 3月号  第 424号 

この度、昭和大学における医学部整形外科学講座教授職を退任すること

になりました。昭和 59年に昭和大学医学部を卒業し 40年にわたって、

昭和大学とその関連施設で多くの学生や教育職員の仲間と共に過ごし、診

療を行いながら研究と教育に携わってきました。特に米国メイヨークリニ

ックにおける 2年間の留学生活とその後の本学での 25年の臨床経験、中

でも 14年間の教授職は、私にとって大変貴重なものでした。整形外科の

中でも多くの手の外科、肘関節・上肢の外科、神経麻痺やスポーツ外傷・

障害、小児の運動器障害、関節リウマチ・関節疾患の患者さんとの出会い

を通じて、診療と教育における喜びややりがいを感じ、優秀な教室員、学

生たちから沢山の刺激や感動を受けることができました。この経験を胸

に、私は新たな人生のステージに進むことになりますが、セカンドキャリ

アでも挑戦し続ける思いを失わずに充実した時間を築き、さらに前へ進ん

でゆこうと思います。皆様のご指導ご鞭撻に心から感謝申し上げます。 

～ 医師人生を振り返って ～ 

「 学 問 の 力 」 

 

兼好法師が学問の力について論じた文章があります。勝負事や競争というものはよろしくな

い。ひとと比べて自分が勝っている事を喜ぶのは礼に反する。学問をしなさい。そうすれば自

分を誇らず、他と争うべきでないことがわかる。重職を辞し、大きな利を捨てる事が出来るの

も学問の力だ、と。なにごとも自分を後回しにし、他人を優先するのがよい。慧眼のひとはそ

う説いている。現代の最先端をゆく研究分野では日々、熾烈な先陣争いが繰り広げられている。

創造性とは「自分の天職を極める事」から生まれるようです。自然科学のひとつである医学の

研究も、患者さんや社会のための臨床研究も、天職でありたいと思います。 

どうぞこれからも整形外科・脊椎外科センターをよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

定年のご挨拶 昭和大学病院 耳鼻咽喉科 教授 小林
こばやし

 一女
ひ と め

 

～ 医師人生を振り返って ～ 

「 生 涯 の 仕 事 」 

 

医学部入試の前、亡き父は私に「医者の仕事は患者さんに感謝され、景気や政治の動向に

関係の無い良い仕事だ。」と言っていました。必ずしもそうでない点もありますが、良い仕

事、生涯をかけるに値する仕事と感じております。私が入局した当時は内視鏡手術がまだな

く、耳科手術と喉頭微細手術に顕微鏡が使われていました。術野が良く見え、理解しやすく、

自然に耳科手術に興味を持つようになりました。また若い時より昭和大学口蓋裂診療斑

（SCPT）として口蓋裂例の中耳疾患を診るようになり、中耳疾患の臨床研究がライフワー

クとなったと思います。患者さんを診る時、できるだけ患者さんの話をよく聴くようにして

きました。患者さんは自分の訴えを誇張することはありますが、嘘はつかないと思っていま

す。患者さんと良いコミュニケーションを持つことが診察の第１歩と思います。 

大学病院の勤務医として区切りを付けますが、今後も医師として生涯医療に関わっていき

たいと思っております。今後ともよろしくお願い申し上げます。  

医学部在籍から 40年近くを昭和大学で過ごしました。多くの

人に支えられ、無事この日を迎えたことに心より感謝しておりま

す。耳鼻咽喉科頭頸部外科は大変守備範囲の広い診療科です。私

自身は耳科学、聴覚医学を中心に診療して参りました。コミュニ

ケーションに大切な「聴こえ」に関する仕事をしてきたことに満

足しております。今後も少しの間、臨床を継続させていただくつ

もりです。長い間ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

   

ご紹介 定年者のご紹介 

2020年 4月に、COVID-19が徐々に拡大している時期に赴任

しましたが、その終息を待たずして、定年を機会に挨拶のお誘いが

ありました。せっかくの機会ですので、この期間に、院内でお話を

した方もごく限定的ですので、皆さん「これ誰？」と思われるでし

ょうが、平素の御礼かたがたご挨拶させていただきます。もう少し

仕事は続けてよいとのことですので、今後とも、何卒よろしくお願

い申し上げます。 

～ 医師人生を振り返って ～ 

 

私の専門は、小児科の中でも内分泌に関する領域です。主として身長が低いことを訴えて受診

されるお子さんが多いため、「低身長」「身長･体重」「成長曲線」といったものがキーワードとな

ります。 

写真は、品川区にある神社の境内にある石碑で、両端に目盛りが刻まれていますので、身長測

定機能付きの石碑、と言えましょう。これは先日、娘さんの身長が伸びないことを心配されて受

診したご家族に教えてもらったもので、毎年この前で写真撮影されているとのことでした。 

私のような小児内分泌科医にとって、この石碑はまさに象徴的なもののように感じられ、早速

休日に、自宅の横浜から京浜東北線と山手線で大崎に出かけ、参詣した次第です。小児内分泌学

を志す者は必ずお参りしたほうがよいであろうこの神社が、昭和大学病院と同じ品川区に存在し

たという発見は、たいへんうれしいものでした。昭和大学小児科自体も、小児内分泌学の中心的

な存在として今後もますます発展できるよう、微力ながら協力していきたいと思っています。 

定年のご挨拶 昭和大学病院 小児科 教授 安達
あ だ ち

 昌功
まさのり

 

これまでにご挨拶いただいた方以外にも、 

定年の方がいらっしゃるので、 

お名前をご紹介させていただきます。 

長きにわたる 

昭和大学病院でのご勤務、感謝申し上げます。 

 

昭和大学病院 

●看護部  荒川 千春 

●血液内科 柳沢 孝次 

 



～CKD早期からの病診連携を
積極的に行っています～

特
徴
3

CKDは無症候性に進行して腎不全に至るだけでなく、心血管病の発症率を増加
させ、“老化”を促進する可能性があります。
人生100年時代、早期のCKD介入が腎不全への進展抑制、心血管病予防、
寿命延伸に重要です。

特

徴

無症状でも侮れない！サイレントキラーCKD の病診連携

蛋白尿や血尿が認められる患者さん、GFRが低下した患者さん
は、是非、腎臓内科へご紹介ください。
原因を精査して治療方針を決定した後、かかりつけ医の先生との
病診連携を実践いたします。

診療科長

教授：本田浩一

専門：腎疾患全般

へご紹介くださいぜひ

【CKD病期分類 〜紹介基準と逆紹介、病診連携〜】

e

※eGFR:推算糸球体濾過量

腎臓内科のご紹介私達の強み



 

新規配属 

 

2023 年 2 月 28 日付         ●耳鼻咽喉科 石橋淳 

 

トピック 
【2月 1 日（水）】さいかち学級にて、 

Virtual Ocean Project 企画イベントが実施されました。 

2 月 1 日（水）、当院の院内学級（さいかち学級）

にて、Virtual Ocean Project 企画イベントが実施

されました。 

この企画は、日本財団 海と日本プロジェクトが主

催する企画で、場所や年齢に関わらず、誰でも・どこ

でも海の世界を体験し、また海の問題を学ぶ環境を

つくることを目指した取り組みです。 

参加した子どもたちは、VR を使用し 360 度海の映

像を見たり、リアルタイムでバーチャルキャラクタ

ーとの会話を楽しんだりできました。 

長期入院している院内学級の子どもたちは、外出

の機会が制限されています。しかし、最新 IT 技術を

用いることで、そんな子どもたちがまるで海の中を

泳ぎ回るような体験ができ、海の生き物の特徴や生

態に関する解説、海洋問題について学べる機会とな

りました。 

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

異動 

 

【新規採用】2023 年 3 月 1 日付    ●麻酔科 佐川智紀 

【附属施設へ】2023 年 3 月 1 日付   ●血液内科 村岡幹夫（藤が丘病院へ） 

【学外研修へ】 2023 年 3 月 1 日付  ●麻酔科 植野太佳裕 

2023 年 3 月 15 日付  ●産婦人科 坂場大輔 

退職 

 



 

 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

 

  

          

  

       

 

 

 

  

   

  

  

  

  

 

  

 

 

 

  

  

医局秘書 池田さんへ 

 

医局員が働きやすいよう、細かなところ

まで気配りをしてくださっています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

結果、患者さんへの対応を気持ち

よく行うことができています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

患者さんへの診療をスムーズに行う

ことができています。 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。今後とも、よろしくお願いいたします。 

電話交換の皆さんへ 

 

いつもとても対応が良く、明るく対処

してくださっています。 
電話交換の皆さま 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

患者さんが理解し、服薬できる

ように、服薬指導ができるよう

になりました。 

入院棟 13・14階病棟  

看護師のみなさんへ 

 

患者さんの背景やアド

ヒアランスを薬剤師に

情報共有してくださっ

ています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

適切な薬物療法を行うことがで

きています。 

入院棟 15 階病棟 看護師のみなさんへ 

 

多くの薬剤を扱う病棟で、管理する患者さん

が多く大変だと思いますが、薬剤師のサポー

トや情報共有もしてくださっています。 

入院棟 15 階病棟 看護師の皆さん 

入院棟 13 階病棟 ・ 入院棟 14 階病棟 看護師の皆さん 

サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 34回） トピック 
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2021年度・2022年度ご意見・ご要望の推移

大学病院・東病院（2021年度） 大学病院・東病院（2022年度）

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

 入院中、何かを行う際に必ず

名前の確認をされており、とて

も安心安全だと思っていました

が、呼び出しの際に苗字を読み

間違えたのか、違う読み方で読

まれて不安でした。 

 この度は、呼び出しの際にお名前の読み間違いがあり、大変

不安な思いをさせてしまい、誠に申し訳ありませんでした。 

 いただいたご意見を元に、間違えやすいお名前の方に関して

は、フリガナを記載する等の対策をいたしました。 

 今後はお名前の読み方を間違えないように対策を徹底し、安

心できる環境が提供できるよう、努力して参ります。 

 貴重なご意見をありがとうございました。 

看
護
部 

 ゆうちょの ATMを設置して

ください。 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 現在、ゆうちょ銀行の ATM設置の予定はございませんが、

検討させていただきます。 

 お手数ですが、旗の台商店街内にございます旗の台郵便局の

ATMをご活用いただきますようお願いいたします。 

 また、近隣のファミリーマートの ATM がゆうちょ銀行を取

り扱っておりますので、併せてご使用いただけますと幸いです。 

 何卒よろしくお願い申し上げます。 

管
理
課 

患者さんのご意見・ご要望 
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2023年3月号掲載分

ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

55件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他
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今年度より、広報委員長を拝命して以来、あっという間の一年でした。新型コロナウイルス感染症の収

束が見えない中、対面での委員会開催が十分には行えず、歯がゆい思いでの一年となりましたが、委員一

同協力し合い、病院だよりの作成に取り組んで参りました。患者さんへの広報手段の一つとして、また、

病院職員間のコミュニケーションや病診連携のさらなる充実を図る場として、心のこもった病院だよりを

今後も発刊していけるよう頑張って参ります。新年度もいろいろなご意見やご助言を頂ければと思ってお

ります。何卒、宜しくお願い申し上げます。 

編集後記 病院広報委員会 委員長 山岸
やまぎし

 昌一
しょういち

 

3 月上旬に中央棟１階 正面玄関にて季節の飾り

つけを行います。 

 

今回のテーマは      の予定です。 

 

今後も季節に合わせて、飾りつけを変更予定です。 

ご来院の際は、是非ご覧ください。 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、入山 洸希、大江 克憲、岡崎 靖子、鷲見 賢司、富田 英、 
並木 美加子、安田 光慶、山岸 昌一、山下 剛史、吉田 仁、吉村 久美、 
渡辺 愛理、渡邊 聡（50 音順） 

 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

予告 中央棟１階 正面玄関に季節の飾り付けを行います 

昨年のイメージです 

発 行 昭和大学病院、昭和大学病院附属東病院 

発行責任者 昭和大学病院長 相良 博典 

編集責任者 広 報 委 員 長 山岸 昌一 

〒142-8666 東京都品川区旗の台 1-5-8  

ＴＥＬ：03-3784-8000（代表） 
昭和大学病院 昭和大学病院附属東病院 


